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オタクとハッカーの称号
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

オタクの価値観を知る

『オタク学入門』

「オタク」はハッカーという

言葉に似て、一般的には単な

る蔑称に思えても、実のとこ

ろは判断がつきにくい言葉で

ある。今までは内向的で人と

のコミュニケーションを苦手と

するタイプをイメージし、彼ら

に対する蔑称だと思ってきた

が、さもありなん。ハッカー本

来の意味のように、オタクは、

ある意味の求道者を指す敬称

でもあるようだ。インターネッ

トのホームページでも自らをオ

タクと称する個人が現れ、海

外ではOTAKUとして、日本

語のまま受け入れられている。

マスコミから受けるイメージそ

のままにオタク像を抱いている

方は、まず読んでみてほしい。

オタクがまるで称号のように思

えてくるだろう。オタクの正体

を探ることから始まり、オタ

クの視点の研究、オタク文化

論まで、オタクに関する鋭い

洞察は賞賛に値する。映画監

督のタランティーノもキャメロ

ンもオタクであると根拠を持

って指摘されると気持ちが

いい。70～80年代のコン

ピュータ文化におけるハッ

カーの存在と同じく、80～90

年代の世界に通ずる日本文化

（ジャパニメーション、特撮編

隊もの、コミック、ゲーム）

に占めるオタクの存在は大き

い。一般認識の外側にある独

自の価値観で存在しているか

らこそ、自らをはばかりなくオ

タクと名乗るのであろ

う。

『東京オタッキースポット』

ホームページを読んでいる

と、オタクかな？と思える人

が作ったページほど面白い。

うちのペットです…などとたわ

いのない内容を書いている人

のページより、ページの中に奥

深い（ただならぬ）雰囲気を

もっていることが多く、情報

量もすごい。そうなると、必

然的にそんなページにばかり目

が行ってしまい、いつしかオタ

ク系ホームページのマニアにな

る。残念ながら、WWWでは

情報を得るだけで終わってし

まう。オタクページで紹

介されたディー

プな世界

を

さらに満喫したいなら、現実

に仲間が集まるスポットへ行

くしかない。本書は、東京に

あるオタクが推薦しそうなスポ

ットを500件以上収録したシ

ョップガイドである。カテゴリ

ー別に紹介されているが、最

初がなんと、インターネットカ

フェなのだ。やっぱりネットサ

ーファーはオタクが多いのか。

そのほか、コンピュータパーツ、

マニアックなCD、同人誌、

オーダーメイドのコスプレ衣

装、ボディーアート、ミリタ

リー、格闘技、風俗など幅広

くショップを紹介する。興味

があるけど、どこで入手でき

るか知らないものがたくさん紹

介されていて、見ているだけ

でも楽しい。地方版も作って

ほしいところだ。

オタクが足を運ぶ店

『インターネットが
変える世界』

ベストセラーになった『イ

ンターネット』に続いて発行

された岩波新書のインタ－ネ

ット関連書となる本書は、イ

ンターネットが創られていく過

程を記しており、インターネ

ットの内部的なしくみではな

く、インターネットがどんなも

のなのか、概要を知るのに向

いている。その中でも初期の

インターネットを支えた人々を

ハッカーと呼ぶ箇所がある。

もちろん優れた人としての称号

として呼んでいるのだが、まさ

にそのとおりだ。マスコミはこ

ぞって、「時代はインターネッ

ト」と持ち上げてはいるもの

の、それを作り上げたのは、

政府でもメーカーでもなく、

あまたのハッカーたちであるこ

とを再認識してほしい。今や、

政府や政党が立ち上げる

WWWサーバーもTCP/IPとい

うプロトコルをベースに動いて

いるが、84 年に出された

CCITT（現ITU）の国際標準

の通信プロトコルOSIの勧告

を受けて、日本もOSIを採用

するという政府方針を出して

いた。なぜ、方針を打ち出し

たにもかかわらず、インターネ

ットのプロトコルがOSIではな

いのか。その答えは作り上げ

た人たちが握っている。ほか

にもいたる所に見えかくれす

る、先人たちの自由を手にし

ようとする行動力には感服し

てしまう。ハッカーとインター

ネットの関係を再確認させら

れる一冊だ。

自由を求める
ハッカーたち

岡田斗司夫著
太田出版発行

235頁
1400円

ISBN:4-87233-279-2

OTASPO編集部編
技術評論社発行

254頁
1480円

ISBN:4-7741-0288-1

古瀬幸広／廣瀬克哉著
岩波書店発行
209頁
650円
ISBN:4-00-430432-6
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インターネット普及の度合い

『インターネット白書'96』

本書は日本インターネット

協会がまとめた、インターネ

ットの現状報告である。会社

でインターネットに関する報告

書を作るときに使えそうな

データが多数収録さ

れている。イ

ンターネットに接続するホスト

数の増加、プロバイダーの増

加などの資料はしばしば見か

けるが、利用者の年齢層、男

女比、年収などの利用者層を

推定できる情報もある。ちな

みに現在の利用者層は、イン

ターネットが普及し始めた80

年代に20 代だった年齢層

（現在の30代）が主体となっ

ているようだ。これは、インタ

ーネットを支えて発展させてき

た技術者や研究者の世代と重

なる。ハッカーといってもいい

ような能力の持ち主たちが育

て上げたインフラや文化が、

ここまで成長したのかと実感

できる。インターネットはまた

急速な普及によっていろいろ

な使い方がされている。新聞

社はWWWでニュ－スを提供

し、政党や自治体も情報提供

の手段として使いはじめてい

る。そうした社会的動きも取

り上げられているほか、調査

集計データやインターネット関

連の組織紹介もあり、資料と

しての価値は大きい。インタ

ーネットの全体像をつかむには

適している。ただし、インタ

ーネットカルチャーは、あまり

取り上げられてない。

日本インターネット協会編
インプレス発行

239頁
2800円

ISBN:4-8443-4739-X

ネットワーク技術の解説書

『インターネット参加の
手引き 1996年度版』

インターネットとハッカーの

関係や、ハッカーが創り上げ

たインターネットがどのように

育ったかについては、先の2冊

でわかってもらえるだろう。だ

が、ハッカーたちがどんな技術

を持っているのかを知るには、

この1冊がいい。インターネッ

トに参加するための技術の手

引きをする本書は、ネットワ

ーク管理者が読むレベルの内

容である。接続、ネットワー

ク管理、セキュリティー、各

種アプリケーション、次期技

術としてのIPv6やDNSv6、

実験プロジェクトなどがまとめ

られている。インターネット関

連技術をまとめた参考ドキュ

メントや、掲載ソフトウェア

の一部を収録したCD-ROM

が付属している。ネットワー

ク管理者はぜひ手元に置いて

おきたい。これらの技術資料

の大部分はRFC（Request

For Comments）というドキ

ュメントの体系をもっている。

RFCは、インターネットコミ

ュニティーで、インターネット

を使ううえでこうしたらいいと

いう提案を考え、ドラフトと

して公開し、広く意見を求め

ていきながら標準化していった

ものだ。いわば、ハッカーたち

が現場でたたき上げながら作

り上げていったものだといえる

だろう。優秀なハッカーたち

が次期技術や実験プロジェク

トを担っている。ハッカーの技

術力の高さを教えてくれるだ

ろう。

WIDE Project編
村井　純／吉村　伸監修
共立出版
365頁
4800円

『エシックス 高度情報化
社会のネチケット』

急速にインターネットとい

うインフラが広まったためか、

技術的な話題が先行してイン

ターネットを使うときの倫理観

がついてこないケースがよく見

られる。取り引き先に電子メ

ールでの連絡をせかされて利用

を開始したが、見積書などの

書類を第三者に見られたくな

いと言いながらたくさんの文書

をそのままメールで送るなど、

インターネットでしてはいけな

いことを平気でする利用者も

増えているのだろう。インター

ネットでは約束事をみんなで検

討しながら決め、運用してい

こうする風潮があり、それは

先に紹介したRFCという文書

にまとめられている。その中の

RFC1855は、インターネット

技術特別調査委員会で作成

されたインターネットでのエチ

ケットをまとめたガイドライン

である。本書では、RFC1855

を個人対個人、個人対多人

数のコミュニケーションの項目

に分けて、わかりやすく説明

している。1つの提案を1頁で

説明しながら、見開きの片側

の1頁でイラストを補足する構

成なので、スイスイと読める。

ちょっとたマナー集として会社

に数冊置いて回覧するとよい。

ただ、エンドユーザー向きで、

管理者向けのガイドラインは

提案が書かれているだけで説

明が省かれているのが残念で

ある。

RFCに基づいたマナー集

武藤佳恭著
共立出版
128頁
1200円

ISBN:4-320-02811-2
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